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問　硬貨を５回投げる。表の出る回数をX、連続して表の出る回数の最大値

を Y とする。

1. X の 0次から 5次までのモーメントを求めよ。

[解答例] X の従う分布の確率密度は、
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であるから、

E[X0] = 1, E[X1] = 2.5, E[X2] = 7.5

E[X3] = 25, E[X4] = 90, E[X5] = 343.75 (1)

2. X の従う分布の確率密度、期待値、分散を求めよ。

[解答例] Xの従う分布の確率密度は、前問の解答参照。２項分布Bin(5, 1
2 )

に対する式を使えば、期待値は 2.5、分散は 1.25。これらは前問のモー
メントを用いても得られる。

3. Y の従う分布の確率密度、期待値、分散を求めよ。

[解答例] Y の従う分布の確率密度は、
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これより、

E[Y ] =
31
16

, E[Y 2] =
79
16

(2)

であるから、期待値は 31
16、分散は E[Y 2] − E[Y ]2 = 303
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